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	 【背景】ミトコンドリアは全有核細胞に存在するオルガネラの一つであり、生命維持に必要な全 Adenosine 











導体の中で最もATP合成能をもつ化合物をMitochonic acid (MA)-5と名付けた（Suzuki et al. Tohoku J. Exp. Med. 




剤である BSO投与下における MA-5投与による GDF-15値の変化についての検討も行い、診断マーカーおよ
び MA-5投与時の治療効果判定マーカーの有用性について検討した。また、ミトコンドリア病モデルマウスで





















	 このように MA-5 は ATP 合成酵素を中心としてオリゴマー化することおよび、ミトコンドリア内のクリス
テ構造を変化させ内腔の ATP産生要素を密にすることで ATP産生を促進させる、現治療薬にはない新しい機
序を持つミトコンドリア病治療薬になり得ると考えられた。そのため現在 AMED のサポートのもと、臨床治
験に向けて準備中である。 
